
様式第６号（第１７条関係）

(７-１)

開　会

閉　会

会　議　録

会議の名称 令和７年度　第２回豊春地区地域づくり推進協議会

午前１０時

午前１１時２５分

開 催 場 所 豊春市民センター２階　研修室

議長(会長等)氏名 会長　岡本 文雄

(出席人数：９人)

岡本 文雄、板橋 弘子、神田良子、波間 美奈子、山口 英治、

佐藤 浩一、吉島 久乃、関 夢香、井上 謹郎

(出席人数：１人)

説明者：豊春地区センター所長　島田 敬

(出席人数：１人)

豊春地区センター所長　島田 敬

豊春地区センター主査　吉久 高秀

豊春地区センター主任　石橋奈々子

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

会議録の作成方法 □ 録音テープ等を使用した全文記録 ☑ 録音テープ等を使用した要点記録　□ 要点記録

会議録署名の指定 会議録の署名は、会長から指名を受けたものが実施する。

開 催 日 時 令和７年１１月２１日(金曜日)

委員氏名

説 明 者
そ の 他

事 務 局

次第及び公開・一部
公開・非公開の区分

１　開会
２　あいさつ
３　協議事項
　(1) 地域住民による自主的なまちづくり等について
４　その他
５　閉会

※(すべて公開)

一部公開・非公開
の場合はその理由

配布資料

資料 地域住民による自主的なまちづくり等について

出　

席　

者



(７-２)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

【１．開　会】

事務局 出席者数及び会議成立の旨の報告

会議を公開する旨の報告、傍聴希望者なしの報告。

【２．あいさつ】

会長 《岡本会長あいさつ》

【３．協議事項】

議長 （１）地域住民による自主的なまちづくり等について、事務局より説明

を求める。

事務局 《資料に基づき説明》

議長 （１）地域住民による自主的なまちづくり等について、各員からご提出

いただいたご意見をテーマごとに要点をまとめたものになる。事務局か

ら説明があったように、課題を解決する意見、提案いただいた内容を事

業やイベントの実施に向けたより具体的なご意見、実施している内容に

対し、さらに充実するようなご意見をいただきたい。

委員 災害時に、実際には在宅避難となることが多くなる。避難訓練も大事だ

が、自助として自宅で最低３日間生活できるように啓発を行うことが大

事だと思う。

委員 協議会の進め方について、豊春地域に住む人たちがどのようにして住み

やすいまちにしていくのかという議論になると思う。豊春地域の現状を

共有し、それがどにようによくなっていくのかを見ていきたい。

公民館、市民センターでどんな団体がまちづくりに関わっているか、

自治会の活動の全貌、コミュニティ団体の状況など、市民がまちづくり

にどのように携わっているのか、話しのベースとして展開できるような

資料をお願いしたい。

議長 自治会連合会でもホームページを作成し、活動状況等を紹介している。

自治会としてもさらにまちづくりに関わっていきたい。

委員 自治会に関することについて、まちづくり推進会議の時とほぼ同じ内容

になっている。一つずつつぶしていくことで前に進むのではないか。

委員 一つずつつぶしていくことが必要。できないものは、できない理由を言



(７-３)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

ってほしい。どれを前に進めていけるのかだ。

委員 住民の高齢化が進んでいる。春日部市立図書館で借りた本の返却を市民

センターでできるとは知らなかった。自治会でも周知していきたい。

委員 ７０歳代の方たちが８０歳以上の高齢者をどのように支援するかに関心

がある。豊春地区の少子高齢化は急激に進んでる。管理が行き届いてい

ない空き家もあり、火災の発生、延焼も懸念される。そういう時に動け

る人たちがどれくらいいるかということ把握しながら考えていったほう

がよいと思う。

豊野地区の機関紙に掲載されていたが、同地区では、お助け隊というも

のを作って助け合っている。そういうものを豊春でも考えていったらど

うか。同地区を参考にして、第３地域包括支援センターを中心にして行

ってはどうか。機関紙も既存の組織に参画いただき発行してはどうか。

委員 先ほどの青空通信は第４地域包括支援センターで出している。

地域に興味がない若い方が増えていると思う。近隣でのつき合いも少な

くなってきている。現状を知ることが大切ではないか。情報提供してい

くことにより、こういう場に参加してくれる方が増えていくことがまず

大切ではないか。

意見を聞くだけでなく、なぜできないのか、どれが解決できるのかとい

うことは、話し合う上で、とても大事な項目になると思う。

各種証明書発行の機能について、インターネットが使えない方でも情報

を手に入れることができるように、周知をしていかないとなかなか広が

っていかないのでは。

防災については、災害が起きてから、慌てることが多い。そのため、

対応の明確化はしていかなければならない。マニュアルは既にたくさん

あると思うので、それを広めて、発災時に慌てなくていいようにしては。

防犯については、詐欺の疑いがある電話の内容を周知することにより、

実際にかかって来た時に、詐欺だと分かり、電話を切ることができると

思う。

委員 保護者が自宅にいない時間帯に災害が発生した場合の対応について、

豊春市民センターが拠点となって、学校、自治体、市民が意見交換、

相談できる場があればいいと思う。

豊春地区体育祭は、自治会、公民館などが主体となって、子どもから年

配の方まで参加できるので、こういう事業をどんどん進めてほしい。



(７-４)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

子供たちが輝ける場が活性に繋がると思うので、まず、子どもたちを中

心に考えたイベントができたらいいと思う。学校でも周知したい。

委員 国勢調査で世帯を回った際、留守か1人もしくは２人の世帯が多かった。

空き家もあった。豊春地区の人口４万人、男女２万人、２万世帯の内訳

が知りたい。まちづくりを考える上で、動ける方がどれくらいいるのか。

三世代交流会を自治会で行った。地元の方によるピアノやサックスの

演奏、ソプラノ歌手の出演など大変盛り上がった。豊春中学校は合唱が

得意なので、人が集まるしかけを作れたらよいのでは。

委員 項目として挙げられている機能について、一つずつつめていけばよいの

では。

議長 これまでの議論の中で豊野地区の機関紙の話しが出たが豊春地区でも機

関紙の発行を予定している。

委員 豊春の機関紙は、市民センターが中心となって編集しているのか。

議長 自治会が中心となって編集している。諸団体にも入っていただいている

今回の協議会では、何かの実績を残して、周りの人が変わったね、こう

いうことをやってくれるようになったねという意見が聞けるような状況

に持っていきたいと思っている。

委員 機関紙を作るのに、市民がどのように携わったらいいかだと思う。

新たに市民活動センター、市民センターをつくったわけなので。

議長 今後は、市民がどう携われるかということを対象としたい。今後の課題

として残したい。

事務局 委員の皆さんからごいろいろなな意見をいただいた。事務局から意見を

述べさせていただきたいと思うがよろしいか。

議長 どうぞ。

事務局 防災関係では、自助・共助・公助について委員からご意見をいただいた

今後、具体的に地域でどのようにやっていくかを考えていきたいと思う。

各家庭でどう対処するかが、まず重要になると思うので、意識づけ、周

知について、どういったことができるかを委員の皆さんからご意見をい

ただきながら、集約していきたい。



(７-５)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局 豊春地区の現状が分かる資料の提供についてのご意見をいただいた。

次回の協議会でお示しさせていただく。

高齢化の進展と支援する年齢層の問題、留守宅、空き家の増加について

のご意見をいただいた。将来的にどのようにしていくのか、市ができる

こと、自治会、地域でできること、個人でできること、解決に向けたア

イデアを皆さんからいただき、できることをやっていきたいと考えてい

る。

防犯情報の周知についてのご意見をいただいた。どういったものが周知

できるのか。周知の方法、高齢者のインターネットを利用した情報収集

方法などについてご意見をいただき、広く情報発信していきたい。

いただいたご意見について、どれを深く掘下げるかについて、それぞれ

関心があるところが多少違うかと思うが、概ね防災、防犯がメインかと

思う。自助・共助・公助の特に自助について周知方法などを議論を深め

ていただきながら、まとめていきたいと思っている。

今日いただいたご意見を次回第３回協議会でまとめさせていただき、４

回目で、中間報告とさせていただたいと考えている。同じテーマに対し

て解決・実施に向けたいろいろなご意見を出していただきたい。

委員 私は、防犯よりまちづくり、この地域にみんなが住んでよかったと思え

るようなことを重点的にやりたい。皆さん一人一人の思いが違う。自分

たちがどにように意識改革していくのか。今やっているそれぞれの活動

がどのように改善されていくのかが重要だと思う。重要な一つに入れて

ほしい。

議長 子どもが非常に大事だと思う。体育祭以外に子どもを中心とした大きな

イベントを市民センター主導でできたらと思う。それから公民館だより

を見れば、公民館がどういうことをやっているかが分かる。ただ、団体

の活動内容が分からない。年に１回か２回紹介記事を載せてもよいので

は。

委員 豊春地区体育祭について、こんなに人が集まってできる体育祭はそんな

にないと聞いた。行っていない地区も世の中では多いようだ。豊春地区

ではそれができきている。課題を話し合うので、ネガティブな意見が多

くなるが、良かったことやこんなことで多くの人が集まったことなど、

市民センターの取り組みをほめてあげて、ネガティブ、ポジティブな意

見を出して、集約できたらいいのでは。

議長 さまざまなご意見をいただき感謝する。以上で意見交換会を終了させて

いただく。事務局から他に何かあれば説明をお願いする。
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　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

令和　８年　３月１９日

署名者の職・氏名

委員 神田　良子

発　言　者 発言内容　・　決定事項

【４．その他】

事務局 第３回会議は１２月１６日火曜日、午後２時より予定している。場所は

豊春市民センター研修室。ご出席をお願いしたい。

本日いただいたご意見を踏まえて資料を作成させていただく。

委員 まだ現状を整理してる段階であり、議論不足なので、中間報告に向けて

の話し合いは早いのでは。今後、この協議会がどのようなスケジュール

で、どのように取り組むのかという打ち合わせにしたい。

議長 事務局よろしいか。以上で本日の議事はすべて終了した。進行を事務局

にお返しする。

事務局 【５．閉会】

豊春地区地域づくり推進協議会


